
＜日本史探究＠＞鎖籍時代＠ 教甜書：P.叩～P. I~ 
田モンゴル襲来
①13c初め、<1. >がモンゴIし民族を続ーした。ついで第2代の

オゴタイの時代‘には、 12％年に女真人の王朝であ~(2. )を滅ぼした。その後

(1)の孫(/)<3. >は、者遠芙面（北京）に移し、国号を（ク ）と改
ぬ朝鯉半鳥の（!i". )をR誼註せた。

U)l3cの初めモンゴJL民族を統一したのは？
(2)(l)の孫が中国に遣てた国名は？
(3)(2)と国号を改めた人物は？
(4)(3)力潅ER反した朝鮒埠皇の国を？
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®ば‘し、（ち）では (6. )とよばれる軍隊ヵ‘:12四年まで激し＜祗抗を続け

た。 (4)は 1268年以後、朝貢をうながす国書を (7 )を通して迄てきで

＼＼足が執罹く8. >はこれを拒否した。そして（午め襲来に備えて｀
宿家人に加111北部を臀備させ~(9. )を課した。 (I27I年）

(l)元軍による朝面の要求を拒否した当時の執楠は？ ( ) 
(2)(1)が、元の聾来に備えて御家人を北九IJ州の防偉fに勤盲する制度き
整備したが｛牙てを？ ( ) 

つしまよ吉

⑨要求を拒否された (3) は、（10. )年 (1 1. )(/)軍とともに、対馬・て装を

攻め、その後 (12. )に上陸した。元~(/)(13. ）とr-~ .J 

と＼＼う火薬爆弾に対し、 8本軍の一，群汗も軸法は苦聡した。し力‘し葛賄軍も力‘

砂元軍にダヌージを与えた忘、元冤は摘逮した。これを (I~. )という。

(l)日(/)1度目の元の稼来を？ ( } 
(2)(l)の階元軍が使用した火葵を使った武蓉逹？ ( 

®この (Is)後、獄庇ょ元の再来に備えで、 (I2)に (I6. )[I7 ]を箋ぃ

麟 (18. )を強化したリした。元は 12四年に (19. )を浪‘
ぼすと、（Xl. ）年朝鮮鶏組の (21. )と中国企の（2'J. ）に

分氾‘れて再び攻めてきた。ばし、 (16) と ((8)の力応にで、 (12)に上陸できないうちlこ、

器風両によ。て揮害を受け元軍t討敗速した。これを 03. )という。



|(1)|281年の 2席目の元の響来炉 ( )| 

回モンゴル蒻来後の政治 哀園公領の武士
①この2席にわたる（沖． ）を機に幕府は（お ）も敷旨拓針管利

を獲得す訊‘と、西国に勢力を伸ばして出た。元は三度目の8李遷征を言椎凪て

籾幕府畔醒警固配笈を継続しで警祓を続けた。 [28合総9代目執権と
な文V ＼た＜％． ＞の頃（力． ）を博各に置いて北条氏

ー門を送リ、力）軋への支配を吾化した（四渉約。

|(1)縫疇這を継いだ執権の名は？ ( )I 
®幕府が蒙古襲来に対如するな力‘で北条氏の本家の血冠である（嗚． ) 

に権力が隻中し、 (28)の家臣の（刀． ）やそのも良(J) (30. )(J) 

力も強くなっていき智家人との対立が激しくな素：。

(I)蒙古轄来を機に、勢力を強麟北条氏の家曾を継く負滋追主(/)こ
とを？ ( ) 
四l)の家臣とそ訊表のことを？ ( ）式 ) 

®時宗の子<%. >(/)代になると、 (39. )年に有力徊案人の

<32. >が (30)の <33. >に浪ぼされた。この奉件を
（洸． ）という。

＠その後 (33)の要ヵ拡大をおそれた (26) は 1匁3年に（33）を浪ぼした。この

（玉． ）の後幕府の実権は(.26)に完全に移り．（28)のもとで (2q)や

北条氏一P用が幕政を主埠するようにな泰。これを（％． ）と呼ぶ‘。

®これにともない執罹と評定衆による合議は形ばかりのものになリ幕府恥台
の室吾車頂は (28)の私節で倦され~ (37. )で決定ざてた。全国の（寄． ) 

の半敬Iょ北条氏一門が独占するようにな訊ミ。



国鎌倉薦府の記艮
①鎌倉後詞召溶と、元寇後の恩嘗不足や（刃． ）がり返しによ

る所領の細分化、さらには貨幣経済の広がリによ:::,で府記家人ぽ硲乏し、エ地を

翠パ鉛れして餡幣を入手するようにな某。そこで幕府は、（40. 海、

(4f. )き嗣した。

1(1)屈杯平、麟人救済を目的に発した法令は？ ( 
｀
ー
、

①(41)では、領宝人の所箱の首入れや売育ま（42. )し舟野家人がそ代まで

に首入れ·売却した所令目を (43. )で取り戻さ仕舟野家人が関係する金銭‘の

訴訟を受けつけないこととした。し力‘し、効果は一時的で｛飼索人(/)反委紐まは亙

®(41)では地蒟・街案人に売苛した土地で売莉後（件． ）年に満たないも(1)

ぽ酎嘗でもとの地主に取J戻させ、非筈家人・（佑． ）［武士以外叫砂］に

売却した土地は与報を問わず撫嘗でもとの地主に取リ戻させた。ま定すでに

判決が下された裁判の再審を願い出る（46. )を禁止した。

＠所領雌田分化にともない土廿1生は (47 )という死後I~百怜忌を應領家に

返す本人 1代限りの相続が為くなった。さらには、惣箱がすべての所等を受け継

く（伶． ）が増えた。和結果畏窯iの地位をめぐる一族内部の分裂

と対立を招き庶子が一族ヵら自立する庚きを強め血縁的結合I苓呑一族の

結びつき力哨財てた。こうして、武士田は地緑的徒命咲リ構成されるものに変化頃。

(I)惣領がすべ｀ての所箱を疇捻ことき？ ( ) 

®このような慕府に対して反竪‘をもつ者が増え畿内周辺では地蒟召莉臣家人の

の新等武士らが：武‘力で尊府ゃ荘園領主に反抗するようになリ、力‘れら let

（竹． ）とよI我魚。

(l)鎌倉後期以降の、荘園を侵略し、領主ゃ幕府に反院和5新雫武｀士
のことを'? ( ) 



囚鎌倉峙代の農業・社会
①モンゴル襲来の前後唸農業の発展が広く貝られ、畿内や西8本の一帯では、

（図 ）を裏作とする（51. )ガ普及しでいぷ肥料にはメ！j::,た植物を

焼ぃてつくる（臼． ）やメ誌草葉を距中に埋めて発酵が（お． ) 

砕囀伝、自給肥料の使用が始まった。

:1)畔郎、畿内•西謬各地で如坤、知裏作として同じ＝左和2回
峠捻ことを？ ( } 
2)鎌倉蒔代｀に使われた肥料を2つ答えよう。 ( )& ( 

①また、（捻 ）製農貝や（お． ）を利用した農莉も広芯てい造。この時期に

は為収穫品種である（S6. ）も輸入され栽培が広が立ていった。食糧以外にも

鋲の原料四で（団 ）ゃ染料の歴料である（お． ）、灯油の原料となる

（田． ）な国の栽培と加工がおこなわれた。

(1)鎌倉時代に普及した牛ゃ馬左用いた農蒜を？ ( ) 
こうヤ

⑨刀を造る((JJ. )ヽ鍋•釜を作る (6(. )藍染めをおこなう紺醤知
の手工業者が現れた。荘園・公器の中心地ゃ効焉の要所廷には、年公事を納め

t-:.あとの鐸jゃ距元が疇品を売宵捻（位 ）疇和、月に3譴恥念

(63. )も登場した。こうしを (62)には各距で様々な商品を売リ忍行福芯混喚

(l)荘園ゃ公領の要地で胴ヵ切た市（げ ( } 
(2) (l) はRに3度がふっうにな森況これを？ ( 

＠輝•奈良錬倉なとには高級品を扱う手エ葵者ゃ西人ヵ准誌リ、 (62)のほか

に常誤の小売店で知（幼． ）も出現した。年言•公事の縣淀が増謬

と交通路ゃ流遥網が整備和た。運送業者の（65. ）が活躍した。

(1)鎌倉峙代には中I四西都市では、常設の）K売店もみられるようにな某が
これ左？ ( ) 

:2)鎌倉釦ゼに現れた、商品の中継ぎ辺麒•香託販売を行澤者を
何とい-:,? ( ) 



国鎌倉釦知経済
しりにん

①京都ゃ奈良では、平守時代‘の後期頃ガら、大寺社に属する神人や天皇家に
くこ• 9こん

届蕊供智人と呼ばれる人々が販売ゃ製造の特嘩を得てやがて同葉者の

回体であ~(66. )を結成するようになった。

（（）天皇家ゃ丈翠tのもとに、そ吋借蔽‘を認って、販売ゃ製造の特権を得
南工業者の同業者団体が生まれたが、これを？ ( ) 

®売買の手疫としては、米なとの荒物に代わ兵箪幣ヵ湾く用いうでるようになり．
それには中国洒輸入された (67.. )が利用された。

(1)鎌倉時代の商品取引に用いられた銭伯1す？
( 

、
J

®さらに遠隅地間の取引には金銭‘の輸送を (68. )と呼ば念手霰
代用する（的． ）の利用が盛んにな某。

(l)逢隅地間の傷祥和涌命送を容1符と呼9れてる手形でイサ用す否制度を
何といウ？ ( ) 

こうリガし

＠金融業も成立し鎌倉時代には、高利留業者の（叩．

I(()鎌倉紐這袖翻貸羹者のことき？

Iサ一＋＼ S．米銭を受涵る ` 
心ぼま忘―万

這る I輝
々 2壱滓を渡す――

• 9 

ぽ•銭を渡す畠枷⑮

）が澄返し応

()] 
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